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薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅱ

　―

碑
面
下
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―
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瀨
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

*††
†
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伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

▼
原
刻

▼
図
版
　
佛
足
跡
歌
碑
（
下
半
部
）
の
原
拓
と
書
の
復
元

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。

▼
原
刻
拓
本
と
六
朝
時
代
の
碑
刻
文
字
と
の
比
較
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

▼
原
刻

▼
図
版
　
佛
足
跡
歌
碑
（
下
半
部
）
の
原
拓
と
書
の
復
元

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。

▼
原
刻
拓
本
と
六
朝
時
代
の
碑
刻
文
字
と
の
比
較

薬師寺の佛足跡歌碑の研究Ⅱ （廣瀨・漆原・遠藤） 武蔵野教育学論集　第 12 号

▼歌碑「歩」字と
近似した日本の書

の
ち

12 
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
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歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止
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の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。

薬師寺の佛足跡歌碑の研究Ⅱ （廣瀨・漆原・遠藤）
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止
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の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。

薬師寺の佛足跡歌碑の研究Ⅱ （廣瀨・漆原・遠藤）
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。
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（
10
）

（
11
）
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
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大
五
陰
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観
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昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。

武蔵野教育学論集　第 12 号

▼
写
真
１
　
四
天
王
寺
佛
足
石
　
　
　   

▼
写
真
２

▼
写
真
３
　
清
水
寺
佛
足
石
　
　
　
　  

▼
写
真
４

薬師寺の佛足跡歌碑の研究Ⅱ （廣瀨・漆原・遠藤）

（
12
）
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。

武蔵野教育学論集　第 12 号

▼
写
真
１
　
四
天
王
寺
佛
足
石
　
　
　   

▼
写
真
２

▼
写
真
３
　
清
水
寺
佛
足
石
　
　
　
　  

▼
写
真
４

薬師寺の佛足跡歌碑の研究Ⅱ （廣瀨・漆原・遠藤）

（
12
）
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

＊   

武
蔵
野
大
学
教
育
学
部

†   

武
蔵
野
大
学
文
学
部

†
†
武
蔵
野
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
最
初
に

「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
を
共
同
で
進
め
研
究
論
文
三
篇

を
発
表
し
て
き
た
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
こ
の
佛
足
石
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡
歌

碑
」
に
注
目
し
左
記
の
論
考
を
発
表
し
た
。

・
「
薬
師
寺
の
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

　
　―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―

」

　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
号
所
収
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

本
稿
は
、
右
の
論
考
を
承
け
、
同
碑
面
下
半
分
（
第
12
行
目
か
ら
）
に
刻
さ

れ
た
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
本
と

原
碑
の
碑
面
調
査
及
び
そ
の
写
真
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
姿
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
、

現
代
語
訳
、
注
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
、
こ
の
歌
碑
に
つ
い
て

仏
教
学
の
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存

在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を
迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足

石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）

の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の
存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
私
た
ち
は
そ
の
調

査
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
そ
の
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
記
し
た
い
。

二
、
銘
文
の
書
風
と
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
の
銘
文
に
は
、
中
国
・
六
朝
時
代
の
碑
と
同
一
字
形
の
文
字
が

多
数
存
在
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
細
く
、
ま
た
万
葉
仮
名
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
一
見
穏
や
か
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
よ
く
熟
視
す
る
と
そ
の
刻
線
か

ら
、
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
と
同
様
、
こ
の
刻
書
の
書
風
も
六
朝
時
代
の
書
の
影

響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
「
牟
・
呂
」
の
よ
う
に
線
質
と
字

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇
及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二

〇
一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
、
精
拓

本
お
よ
び
、
薬
師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
に
よ
っ
て
考
証
を
加

え
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
し
て
み
た
も
の
が
以
上
の
図
版
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
摩
滅
前
の
文
字
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

三
、
佛
足
跡
歌
碑
の
12 
番
歌
か
ら
 21
番
歌
に
つ
い
て

先
の
論
考（
１
）で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
佛
足
跡
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
 12 
番
歌
か
ら
 21 
番
歌
に
つ
い
て

も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「
本
文
、
読
み
、

意
訳
」
を
提
示
す
る
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
読
み
や
す
さ
を
優
先

し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

【
 12 
番
歌
】

（
本
文
）
佐
伎
波
比
乃
　
阿
都
伎
止
毛
加
羅
　
麻
為
多
利
弖
　
麻
佐
米
尓
弥

□祁
牟
　
比
止
乃
止
毛
志
□佐
　
宇
礼
志
久
毛
阿
留
可（
２
）

（
読
み
）
さ
き
は
ひ
の
　
あ
つ
き
と
も
が
ら
　
ま
い
た
り
て
　
ま
さ
め
に
み
け

む
　
ひ
と
の
と
も
し
さ
　
う
れ
し
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
幸
い
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
釈
尊
の
足
跡
の
実
物
を
拝
見
し
た
人
々
の
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
が
、
足
跡
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
拝
見
で
き

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
る
。

【
 13 
番
歌
】

（
本
文
）
乎
遅
奈
伎
夜
　
和
礼
尓
於
止
礼
留
　
比
止
乎
於
保
美
　
和
多
佐
牟
多

米
止
　
宇
都
志
麻
都
礼
利
　
都
加
閇
麻
都
礼
利

（
読
み
）
を
ぢ
な
き
や
　
わ
れ
に
お
と
れ
る
　
ひ
と
を
お
ほ
み
　
わ
た
さ
む
た

め
と
　
う
つ
し
ま
つ
れ
り
　
つ
か
へ
ま
つ
れ
り

（
意
訳
）
こ
の
世
に
生
き
る
人
間
は
無
力
な
も
の
で
、
私
よ
り
も
劣
る
人
が
多

い
が
、
彼
ら
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
す
た
め
に
、
釈
尊
の
足
跡
を
石
に

写
し
刻
ん
で
お
ま
つ
り
す
る
の
だ
。

【
 14 
番
歌
】

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
由
伎
米
具
利
　
宇
夜
麻
比

麻
都
利
　
和
我
与
波
乎
閇
牟
　
己
乃
与
波
乎
閇
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
ゆ
き
め
ぐ
り
　
う
や
ま
ひ

ま
つ
り
　
わ
が
よ
は
を
へ
む
　
こ
の
よ
は
を
へ
む

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
写
し
て
刻
み
、
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て

う
や
う
や
し
く
お
ま
つ
り
し
、
こ
の
世
に
受
け
た
生
を
終
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

【
 15 
番
歌
】

（
本
文
）
久
須
理
師
波
　
都
祢
乃
母
阿
礼
等
　
麻
良
比
止
乃
　
伊
麻
乃
久
須
理

師
　
多
布
止
可
理
家
利
　
米
太
志
可
利
鶏
利

（
読
み
）
く
す
り
し
は
　
つ
ね
の
も
あ
れ
ど
　
ま
ら
ひ
と
の
　
い
ま
の
く
す
り

し
　
た
ふ
と
か
り
け
り
　
め
だ
し
か
り
け
り

（
意
訳
）
昔
か
ら
参
拝
し
て
き
た
仏
様
の
像
も
あ
る
が
、
こ
の
た
び
異
国
か
ら

牟
　
与
伎
比
止
毛
止
无
　
佐
麻
佐
牟
我
多
米
尓

（
読
み
）
□
つ
□
□
□
　
□
□
□
□
ひ
た
る
　
□
□
の
た
に
　
く
す
り
し
も
と

む
　
よ
き
ひ
と
も
と
む
　
さ
ま
さ
む
が
た
め
に

（
意
訳
）
人
々
を
迷
い
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
の
お
力
に
お
す
が
り

し
た
い
。

四
、
佛
足
跡
歌
に
見
え
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響

先
の
論
考（３
）の
第
六
節
お
よ
び
本
稿
の
前
節
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
佛
足
跡
歌
の
解
釈
を
試
み
た
。
本
節

で
は
１
番
歌
か
ら
21
番
歌
の
な
か
で
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
親
和
性
が
強
い
と

目
さ
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

①
佛
足
跡
歌
２
番
歌
―
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
２
番
歌
に
あ
る
「
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
（
三
十
二

相
）
」
「
や
そ
く
さ
（
八
十
種
好
）
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
十
二
相
は
釈

尊
に
備
わ
る
特
別
な
好
相
で
、
経
典
で
は
釈
尊
が
引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
現

象
と
関
連
付
け
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
八
十
種
好
は
八
十
随
形
好
と
も
い

い
、
三
十
二
相
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
好
相
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
相
は
様
々
な
経
典
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
各
経
典
に
記
さ
れ
る
好

相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
主
要
な
経
論
で
あ
る
『
長
阿
含

経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
比
較
す
る
と
、
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
あ
る
「
胸
有

萬
字
」
が
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
は
な
か
っ
た
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
四
に
あ

る
「
足
趺
高
満
相
」
が
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
数
箇
所

＊   

武
蔵
野
大
学
教
育
学
部

†   

武
蔵
野
大
学
文
学
部

†
†
武
蔵
野
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部

伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
も
ま
た
尊
い
も
の
な
の
で
、
心
ひ
か
れ
る
思

い
が
す
る
。

【
 16 
番
歌
】

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
麻
婆
利
麻
都
礼
婆
　
阿
止
奴
志
乃
　
多
麻
乃
与
曽

保
比
　
於
母
保
由
留
可
母
　
美
留
期
止
毛
阿
留
可

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
ま
ば
り
ま
つ
れ
ば
　
あ
と
ぬ
し
の
　
た
ま
の
よ
そ

ほ
ひ
　
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
み
る
ご
と
も
あ
る
か

（
意
訳
）
佛
足
石
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
、
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
特
徴

を
お
持
ち
の
釈
尊
の
気
高
く
美
し
い
お
姿
が
心
に
浮
か
び
、
ま
の
あ

た
り
に
拝
見
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
 17 
番
歌
】

（
本
文
）
於
保
美
阿
止
乎
　
美
尓
久
留
比
止
乃
　
伊
尓
志
加
多
　
知
与
乃
都
美

佐
閇
　
保
呂
歩
止
曽
伊
布
　
乃
曽
久
止
叙
伎
久

（
読
み
）
お
ほ
み
あ
と
を
　
み
に
く
る
ひ
と
の
　
い
に
し
か
た
　
ち
よ
の
つ
み

さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
参
拝
に
来
る
人
は
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
何
度
も

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
犯
し
て
き
た
諸
々
の
罪
さ
え
も
滅

除
で
き
る
そ
う
だ
。

【
 18 
番
歌
】

（
本
文
）
比
止
乃
微
波
　
衣
賀
多
久
阿
礼
婆
　
乃
利
乃
多
能
　
与
須
加
止
奈
礼

利
　
都
止
米
毛
呂
毛
呂
　
須
々
売
毛
呂
母
呂

（
読
み
）
ひ
と
の
み
は
　
え
が
た
く
あ
れ
ば
　
の
り
の
た
の
　
よ
す
か
と
な
れ

り
　
つ
と
め
も
ろ
も
ろ
　
す
す
め
も
ろ
も
ろ

（
意
訳
）
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
が
た
く
、
仏
の
教
え
を
修
得
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
み
な
仏
道
に
つ
と
め
は
げ
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。

【
 19 
番
歌
】

（
本
文
）
与
都
乃
閇
美
　
伊
都
々
乃
毛
乃
々
　
阿
都
麻
礼
流
　
伎
多
奈
伎
微
乎

婆
　
伊
止
比
須
都
閇
志
　
波
奈
礼
須
都
倍
志

（
読
み
）
よ
つ
の
へ
み
　
い
つ
つ
の
も
の
の
　
あ
つ
ま
れ
る
　
き
た
な
き
み
を

ば
　
い
と
ひ
す
つ
べ
し
　
は
な
れ
す
つ
べ
し

（
意
訳
）
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
身

体
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
無
常
の
存
在
な
の
で
、
執
着
せ
ず
に
捨

て
さ
る
べ
き
だ
。

【
20
番
歌
】

（
本
文
）
伊
加
豆
知
乃
　
比
加
利
乃
期
止
岐
　
己
礼
乃
微
波
　
志
尓
乃
於
保
岐

美
　
都
祢
尓
多
具
覇
利
　
於
豆
閇
可
良
受
夜

（
読
み
）
い
か
づ
ち
の
　
ひ
か
り
の
ご
と
き
　
こ
れ
の
み
は
　
し
に
の
お
ほ
き

み
　
つ
ね
に
た
ぐ
へ
り
　
お
づ
べ
か
ら
ず
や

（
意
訳
）
人
の
身
は
雷
の
光
の
よ
う
に
一
瞬
で
消
え
去
り
、
常
に
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
は
か
な
さ
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
21
番
歌
】

（
本
文
）
□
都
□
□
□
　
□
□
□
□
比
多
留
　
□
□
乃
多
尓
　
久
須
理
師
毛
止

の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
か
ら
の
出
典
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
上
で
「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下

の
千
輻
輪
相
は
轂
輞
具
足
す
」
（
序
観
地
品
か
ら
の
引
用
）
と
「
仏
世
に
在
し

時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見
る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及

ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除
か
る
」
（
観
四
威
儀
品
か
ら
の
引
用
）
と

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
長
阿
含
経
』
巻
一
に
挙
げ
る
三
十
二
相
の
「
一
者
足
安

平
、
足
下
平
滿
、
蹈
地
安
隱
。
二
者
足
下
相
輪
、
千
輻
成
就
、
光
光
相
照
」
、

お
よ
び
『
大
智
度
論
』
巻
四
の
「
一
者
足
下
安
平
立
相
、
足
下
一
切
著
地
間
無

所
受
、
不
容
一
針
。
二
者
足
下
二
輪
相
千
輻
輞
轂
三
事
具
足
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
足
跡
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
薬
師
寺
佛

足
石
銘
文
と
同
様
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

②
佛
足
跡
歌
４
番
歌
―
八
万
の
放
光
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
４
番
歌
の
「
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
」
に
着
目
し
、

八
万
の
光
を
放
つ
こ
と
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
基
づ
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
経
観
相
品
の
「
我
今
見
仏
三
十
二
相
八
十

種
好
。
身
黄
金
色
、
一
一
相
好
無
量
光
明
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）（４
）や
、

同
じ
く
観
相
品
の
「
是
名
如
来
八
十
好
中
一
好
光
明
。
如
是
八
十
随
形
好
光
、

説
不
可
尽
」
（
六
六
三
中
）
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
光
明
」

は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
４
番
歌
の
「
光
」

は
２
番
歌
の
三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

形
が
近
似
し
た
も
の
、
「
微
」
の
よ
う
に
近
似
し
つ
つ
も
字
形
の
一
部
分
を
強

調
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
「
阿
・
美
・
等
」
の
よ
う
に
六
朝
の
細
身
で
造
形
豊

か
な
楷
書
の
字
形
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
和
的
に
和
ま
せ
た
も
の
、
「
歩
」
の
よ

う
に
六
朝
の
異
体
字
に
草
書
的
な
省
略
を
加
え
楷
書
化
し
た
字
形
も
あ
る
。
こ

の
独
特
な
「
歩
」
の
字
形
は
、
王
勃
詩
序
や
趙
志
集
・
空
海
の
書
跡
中
に
も
見

ら
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
ほ
か
に
も
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
（
右
表
参
照
）
。

ま
た
４
番
歌
に
あ
る
八
万
の
光
と
は
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
八

万
四
千
の
光
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
相
品
の
「
仏
身
毛

孔
一
一
孔
中
、
旋
生
八
万
四
千
微
細
諸
小
光
明
、
厳
飾
身
光
極
令
可
愛
」
（
六

六
〇
上
）
、
観
相
品
の
「
爾
時
世
尊
放
肉
髻
光
。
其
光
千
色
、
色
作
八
万
四
千

支
、
一
一
支
中
、
八
万
四
千
諸
妙
化
仏
」
（
六
六
三
上
）
や
観
四
威
儀
品
に
も

「
仏
於
衆
中
挙
身
放
光
。
前
八
万
四
千
、
左
八
万
四
千
、
右
八
万
四
千
、
後
八

万
四
千
、
頂
八
万
四
千
、
是
諸
毛
孔
」
（
六
八
二
上
〜
中
）
と
あ
り
、
こ
の
他

に
も
『
観
佛
三
昧
海
経
』
で
は
八
万
四
千
の
光
が
複
数
の
箇
所
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
４
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
佛
足
跡
歌
５
番
歌
―
龍
に
対
す
る
戒
め
と
し
て
の
仏
跡
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

薬
師
寺
佛
足
石
正
面
銘
文
で
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
三
、
烏
仗
那
国
（
大

正
五
一
、
八
八
二
中
〜
下
）
の
記
事
を
基
に
し
て
、

又
北
印
度
の
烏
仗
那
国
の
東
北
二
百
六
十
里
に
し
て
大
山
に
入
る
や
、
龍

泉
有
り
。
河
の
源
に
し
て
、
春
夏
に
凍
を
含
み
、
晨
夕
に
飛
雪
あ
り
。
暴

悪
の
龍
有
り
て
、
常
に
雨
水
の
災
あ
り
。
如
来
往
き
て
化
し
、
金
剛
神
を

し
て
杵
を
以
て
崖
を
撃
た
し
む
。
龍
聞
き
て
驚
怖
し
仏
に
帰
依
す
。
悪
心

の
起
こ
る
を
恐
れ
、
跡
を
留
め
て
之
れ
に
示
す
。
泉
南
の
大
石
の
上
に
於

い
て
其
の
双
跡
を
現
す
。
心
の
浅
深
に
随
い
て
、
量
に
長
短
有
り
。

と
い
う
逸
話
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
烏
仗
那

国
に
い
た
暴
悪
の
龍
を
戒
め
、
以
後
悪
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
大
石
の
上
に

足
跡
を
残
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

５
番
歌
の
「
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み
な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
」

は
、
佛
足
石
正
面
銘
文
に
あ
る
上
記
の
逸
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
七
、
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
八
一
上

〜
中
）
に
は
、
釈
尊
が
金
剛
神
に
命
じ
て
那
乾
訶
羅
国
の
毒
龍
を
戒
め
、
龍
が

悪
心
を
起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

釈
迦
文
仏
は
身
を
踊
ら
せ
て
石
に
入
り
、
猶
明
鏡
に
人
の
面
像
を
見
る
が

如
し
。
諸
龍
は
皆
、
仏
の
石
内
に
在
り
外
に
映
現
す
る
を
見
る
。
爾
の
時

諸
龍
は
合
掌
し
て
歓
喜
す
。

と
い
う
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
は
、
国
名
の
違
い
、
足
跡
と
全
身
像
の
違
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
る
が
、
両
者
の
文
脈
は
共
通
し
て
い
る
。

玄
奘
が
将
来
し
た
七
躯
の
仏
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
六
番
目
の
仏
像
は
「
金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那

揭
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
」
（
大
正
五
一
、
九
四
六
下
）
で
あ
り
、
こ
れ
は

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
説
か
れ
る
那
乾
訶
羅
国
の
仏
像
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

つ

ま
り
、
玄
奘
は
烏
仗
那
国
と
那
乾
訶
羅
国
の
龍
の
逸
話
の
双
方
を
『
大
唐
西
域

記
』
に
記
載
し
て
お
り
、
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
あ
る
逸
話
は
、
初
唐
の
道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一

に
も
「
釈
迦
留
影
在
石
室
記
」
（
大
正
五
〇
、
九
七
下
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て

お
り
、
当
時
は
比
較
的
有
名
な
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
二
つ
の
逸
話
が
類
似
し
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
５
番
歌
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
も
関
連
す
る
歌
と

し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
佛
足
跡
歌
９
番
歌
と
17 
番
歌
―
弥
勒
信
仰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

９
番
歌
に
は
「
の
ち
の
ほ
と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ

む
」
と
あ
り
、
石
に
刻
ん
だ
釈
尊
の
足
跡
を
「
後
の
仏
」
に
お
渡
し
し
た
い
と

い
う
願
い
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
先
学
が
「
の
ち
の
ほ
と
け
」
を
弥
勒
菩
薩
と
解

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が（

6
）、

管
見
の
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
９
番
歌
の
弥
勒
菩
薩
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
弥
勒
菩
薩

が
何
度
も
登
場
し
、
例
え
ば
観
相
品
に
「
未
来
有
仏
、
号
曰
弥
勒
、
亦
当
敬

礼
」
（
大
正
一
五
、
六
六
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
が
未
来
仏
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
９
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と

の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
（
六
九
〇
上
〜
中
）
に
は
、

爾
の
時
、
弥
勒
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
う
、
…
中
略
…
仏
が
現
在
せ
ざ

れ
ば
、
何
所
に
依
怙
し
て
罪
咎
を
除
く
べ
き
や
、
と
。
仏
は
弥
勒
に
告

げ
た
り
、
…
中
略
…
如
来
滅
後
に
多
く
衆
生
有
り
、
仏
を
見
ざ
る
を
以

て
諸
悪
法
を
作
す
。
是
く
の
如
き
等
の
人
に
は
当
に
像
を
観
さ
し
む
べ

し
。
若
し
観
像
の
者
あ
ら
ば
、
我
が
身
を
観
る
と
等
し
く
、
異
な
り
有

る
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
釈
尊
に
罪
業
を
除
く
方
法
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
釈
尊

の
像
を
見
せ
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
観
像

品
で
は
釈
尊
の
頭
部
か
ら
足
の
指
に
至
る
ま
で
全
身
を
思
い
描
く
観
想
が
説
か

れ
て
お
り
、
９
番
歌
の
背
景
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い

と
言
え
よ
う
。

ま
た
17
番
歌
に
「
ち
よ
の
つ
み
さ
へ
　
ほ
ろ
ぶ
と
ぞ
い
ふ
　
の
ぞ
く
と
ぞ
き

く
」
と
あ
る
よ
う
に
滅
罪
の
信
仰
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
観
佛
三
昧
海

経
』
に
お
け
る
観
像
を
通
し
た
滅
罪
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
９
番
歌
と
17
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
媒
介
と
し
て
関
連
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
佛
足
跡
歌
15 
番
歌
―
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

15
番
歌
に
あ
る
「
く
す
り
し
」
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

7
）。

「
く
す
り
し
」
の
解
釈
の

一
つ
目
は
、
そ
の
ま
ま
「
薬
師
」
と
読
み
、
薬
師
寺
創
建
以
来
お
ま
つ
り
さ
れ

て
い
る
薬
師
如
来
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
15
番
歌
に
あ
る

「
つ
ね
の
」
も
の
と
は
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
で
、
「
い
ま
の
く
す
り
し
」
は
新
た

に
唐
か
ら
伝
来
し
た
釈
尊
の
足
跡
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
の
解
釈
は
、
薬
師
寺
の
薬
師
如
来
と
の
関
係
を
認
め
ず
、
「
く
す
り

し
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
や
「
客
医
」（

8
）に

該
当
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
古
代
に
「
薬
師
」
を
「
く
す
し
」
と
読
む
事
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
医
（
く
す
し
）
」
に
通
ず
る
と
す
る
も
の
で
、
一
定
の
説
得
性
を

有
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
医
」
を
「
く
す
り
し
」
と
読
む
事
例
を
提
示

で
き
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

廣
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
は
「
医
王
」
と
い
う
別
称
が
あ
り（

9
）、

人

の
病
を
治
す
「
く
す
り
し
」
を
必
ず
し
も
薬
師
如
来
と
い
う
一
つ
の
尊
格
の
み

を
指
す
と
限
定
せ
ず
、
幅
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
15
番
歌
の
最
初
の
「
く
す
り
し
」
が
薬
師
如
来

を
指
す
と
し
て
も
、
二
番
目
の
「
く
す
り
し
」
は
明
ら
か
に
薬
師
如
来
を
指
す

の
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
の
足
跡
を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
15
番
歌
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

い
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
像
品
で
は
、
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
釈
尊
の
像
を
観
想
す
る
観
佛
三
昧
と
い
う
修
行
法

が
説
か
れ
て
い
る
。
観
像
品
の
観
像
坐
法
を
説
く
箇
所
に
は
「
観
佛
三
昧
は
良

薬
を
服
し
四
大
を
利
益
す
る
が
如
し
。
此
の
薬
を
服
す
る
者
は
不
老
不
死
な

り
」
（
六
九
一
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
足
跡
歌
の
作
者
が
観
佛

三
昧
を
説
く
釈
尊
を
「
く
す
り
し
」
と
表
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
項
で
は
、
「
く
す
り
し
」
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

が
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
佛
足
跡
歌
 19  
番
歌
　
四
大
五
陰
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』

本
項
で
は
、
19
番
歌
に
あ
る
「
よ
つ
の
へ
み
」
「
い
つ
つ
の
も
の
」
、
す
な

わ
ち
地
水
火
風
の
四
大
と
色
受
想
行
識
の
五
蘊
（
五
陰
）
に
関
連
す
る
『
観

佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廣
岡
氏
は
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
四
匹
の
蛇
の
比
喩
が
あ
る
こ
と

を
提
示
し
、
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
比
喩
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
四
匹
の
蛇
の
比
喩
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』

の
中
に
確
認
で
き
な
い
が
、
巻
九
、
観
像
品
で
仏
の
像
を
観
想
す
る
過
程
を
説

く
箇
所
に
「
我
身
の
如
き
者
は
、
四
大
五
陰
の
共
に
合
成
す
る
所
な
り
。
芭

蕉
樹
中
に
堅
実
無
き
が
如
し
。
水
上
の
沫
の
如
し
。
水
中
の
月
の
如
し
。
鏡

中
の
像
の
如
し
。
熱
時
の
焰
の
如
し
。
野
馬
の
行
く
が
如
し
。
乾
闥
婆
城
の
如

し
」
（
六
九
二
中
）
と
あ
り
、
四
大
五
陰
に
実
体
が
な
く
執
着
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
四
大
五
陰
に
対
す
る
認
識

は
、
特
定
の
経
典
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
観
佛
三
昧

海
経
』
の
文
脈
で
思
考
し
つ
つ
、
『
涅
槃
経
』
『
金
光
明
経
』
に
あ
る
有
名
な

比
喩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
番
歌
の
内

容
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

佛
足
跡
歌
の
全
体
を
通
し
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
逸
話
を
主
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
先
の
論
考
に
続
け
て
更
に
掘
り
下

げ
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
難
解
な
教
理
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
に
記
さ
れ
る
不
可
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
も
仏
の

救
い
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
に
対
す
る
信

仰
を
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
永
遠
の
時
間
・
無

限
の
空
間
と
い
う
壮
大
な
神
話
的
世
界
の
中
で
智
慧
と
慈
悲
を
指
針
と
し
て
真

摯
に
生
き
て
い
た
点
で
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
現
代
の
我
々
よ
り
も
涅
槃
や

生
死
の
真
相
に
肉
薄
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
中
世
の
佛
足
石
調
査

本
研
究
発
足
以
来
、
従
来
研
究
で
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
研
究
史
の

う
え
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
の
佛
足
石
に
つ
い
て
、
京
都
府
及

び
大
阪
府
と
滋
賀
県
に
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
存
在
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
本
報
告
で
は
、
新
た
に
大
阪
四
天
王
寺
と
京
都
清
水
寺
の
佛
足
石
を
中

世
佛
足
石
と
し
て
報
告
し
た
い
。

大
阪
四
天
王
寺
境
内
に
あ
る
佛
足
石
は
写
真
１
に
見
る
よ
う
な
形
状
で
、

写
真
２
に
切
欠
き
部
分
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
切
欠
き
部
分
に
あ
る
は
ず
の

線
刻
仏
は
長
年
月
の
露
天
風
化
の
た
め
す
で
に
磨
耗
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
れ
は
数
少
な
い
中
世
の
佛
足
石
の
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
体

の
形
状
も
本
研
究
最
初
に
確
認
し
た
安
土
城
の
佛
足
石
と
類
似
し
た
形
状
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
天
王
寺
に
は
、
親
鸞
と
の
所
縁
を
示
す
伝
承

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
親
鸞
と
四
天
王
寺
の
直
接
的
関
係
を
示
す
文
書
、

古
記
録
類
に
は
接
し
な
い
。
昨
年
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
佛
足
石
と
、

浄
土
宗
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
法
然
の
高
弟
で
あ
る
親
鸞
ゆ
か

り
の
伝
承
と
四
天
王
寺
の
佛
足
石
の
存
在
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
時
点
で
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
四
天
王
寺
に
は
、
「
丙

子
椒
林
剣
」
、
「
七
星
剣
」
と
い
う
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
古
代
の
直
刀
を
は
じ

め
、
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
五
帖
九
十
八
葉
、
「
四
天
王
寺
縁
起
」
な
ど
の
国

宝
指
定
の
文
化
財
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
古
代
の
直
刀
の
遺
物
は
、
出
土
遺

物
以
外
は
寺
社
の
数
少
な
い
伝
世
品
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
に
は
国
宝
指
定
の

直
刀
が
二
振
り
伝
来
し
て
い
る
。
一
方
で
建
築
遺
構
と
し
て
は
、
度
重
な
る
天

災
と
戦
乱
に
よ
っ
て
創
建
当
初
の
伽
藍
は
も
ち
ろ
ん
中
世
ま
で
に
再
建
さ
れ
た

伽
藍
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
・
延
元
三

（
一
三
三
八
）
年
五
月
の
天
王
寺
合
戦
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
被
害
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
と
知
ら
れ
る
康
安
元
年
・
正
平
一

六
年
六
月
二
十
四
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
六
一
年
七
月
二
十
六
日
）
の
大
規
模

地
震
は
、
前
年
十
月
の
大
地
震
に
誘
発
さ
れ
て
発
生
し
、
四
天
王
寺
で
は
金
堂

が
倒
壊
し
て
各
伽
藍
も
被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
震
学

研
究
で
は
、
康
安
・
正
平
の
大
地
震
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ
連
動

型
地
震
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
五
、
摂
津
・
阿
波
・
土

佐
で
大
津
波
が
発
生
し
て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
連

続
の
大
地
震
で
四
天
王
寺
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次

に
、
応
仁
の
乱
で
は
、
東
軍
が
四
天
王
寺
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
占
拠
し

て
い
た
た
め
に
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
七
月
に
、
西
国
よ
り
東
上
し
て

き
た
西
軍
の
大
内
政
弘
率
い
る
中
国
勢
に
よ
り
攻
撃
放
火
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
伽
藍
が
焼
け
落
ち
た
。
さ
ら
に
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
四
（
一
五
七
六
）

年
五
月
七
日
に
織
田
信
長
の
石
山
本
願
寺
へ
の
攻
撃
で
あ
る
石
山
合
戦
で
も

戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
織
田
軍
の
放
火
に
よ
り
伽
藍
の
多
く
が
炎
上
し
寺
領

も
信
長
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
再
建
復
興

が
全
面
的
に
行
わ
れ
、
秀
頼
か
ら
は
寺
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十

九
年
と
翌
二
十
年
両
度
に
わ
た
っ
て
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
あ
っ
て
、
特

に
夏
の
陣
は
四
天
王
寺
周
辺
が
最
後
の
主
戦
場
と
な
っ
て
四
天
王
寺
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
四
天
王
寺
は
、
東
に
奈
良
街
道
、
西
に
紀
州
街
道
が
南

北
に
並
行
し
て
お
り
、
奈
良
街
道
は
東
軍
主
力
、
紀
州
街
道
は
浅
野
勢
が
北

上
す
る
進
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
四
天
王
寺
が
主
戦
場
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
安
居
天
神
が
真
田
信

繁
戦
死
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
長
二
十
年
五
月
七
日
、
天
王
寺

付
近
一
帯
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
、
四
天
王
寺
の
荒
廃
は
決
定
的
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
秀
忠
に
よ
る
再
建
も
、
享
和
元
（
一
六

二
三
）
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
で
境
内
東
半
分
の
所
在
す
る
伽
藍
は
灰
塵
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
大
坂
の
豪
商
が
再
建
し
た
伽
藍
は

昭
和
期
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
二
十
一
日
の

室
戸
台
風
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
十
三
・
十
四
両
日
の
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
し
て
い
る
。
飛
鳥
寺
と
並
ん
で
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
寺
院

で
あ
る
四
天
王
寺
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中

で
、
し
ば
し
ば
多
く
の
伽
藍
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
佛
足
石
は
、

伽
藍
が
失
わ
れ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
信
仰
の
具
体
的
対
象
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
期
の
動
乱
の
最
中
の

大
震
災
後
か
、
応
仁
の
大
乱
の
後
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
戦
乱
の
連
続
の
中
、
寺
領
庄
園
は
武
士
の
押
領
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
四
天
王
寺
の
財
政
は
極
端
に
困
窮
し
て
伽
藍
の
再
建
は
困
難
を
極

め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
焼
失
後
の
伽
藍
再
建
ま
で
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
佛
足
石
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
い
ず
れ
か
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

次
に
京
都
市
に
あ
る
有
名
な
観
光
寺
院
で
あ
る
清
水
寺
に
あ
る
佛
足
石
に
つ

い
て
述
べ
る
。

清
水
寺
佛
足
石
の
存
在
は
、
境
内
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
存
在
自
体
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
本
堂
の
大
修
理
事
業
の
た
め
本
研
究
で

は
研
究
開
始
後
し
ば
ら
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
令
和

三
年
に
な
っ
て
修
理
が
終
わ
り
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
３
に

見
る
よ
う
に
、
形
態
と
し
て
は
薬
師
寺
の
古
代
佛
足
石
に
近
い
自
然
石
の
形
状

を
残
し
て
作
製
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
全
体
に
古
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
、
加
工
し
た
面
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
他

の
中
世
佛
足
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
刻
の
仏
像
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
石
の
数
か
所
に
同
様
の
加
工
し
た
部
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
彫
像
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
佛
足
石
に
つ
い
て
は
、

他
の
中
世
佛
足
石
と
同
様
に
清
水
寺
で
は
何
の
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
従
っ
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
清
水
寺
と
そ
の
支
院
を
含
め
て
の
文
書
記
録
類
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ

れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
佛
足
石
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記
載
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

清
水
寺
は
八
世
紀
の
創
建
以
来
、
法
相
宗
興
福
寺
の
支
配
す
る
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
興
福
寺
と
延
暦
寺
の
繰
り
返
さ
れ
る
抗
争
の
た
め
延
暦
寺
か

ら
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
火
災
や
応
仁
の
乱
な
ど
で
も
多
く
の
寺

社
同
様
焼
失
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
創
建
以
来
九
回
の
大
火
災
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伽
藍
の
中
で
古
代
・
中
世
に
遡

る
建
築
物
は
、
境
内
春
日
社
が
戦
国
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
明
確
な

建
築
年
次
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
唯
一
の
建
築

遺
構
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
慶
長
十
二
年
の
鐘
楼
が
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の

も
の
で
、
国
宝
本
堂
が
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
建
築
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
年
間
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
清
水
寺
で
あ
る
が
、
焼
失
後
い
ず
れ
も
短
期
間
で
再
建
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ
て
長
期
間
伽
藍
が
焼
失
し
た
ま
ま
荒

廃
し
た
時
期
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
水
寺
の
佛
足
石
が
、
近

世
以
前
の
佛
足
石
の
中
で
、
薬
師
寺
の
も
の
を
除
く
と
も
っ
と
も
古
態
を
示

す
理
由
は
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

は
、
安
楽
寺
、
四
天
王
寺
の
よ
う
に
、
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
伽
藍
が
整
わ
な

い
中
で
の
役
割
を
担
っ
て
設
け
ら
れ
た
佛
足
石
で
は
な
く
、
清
水
寺
創
建
当

初
か
ら
佛
足
石
信
仰
の
対
象
と
し
て
境
内
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

今
回
の
調
査
で
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
が
近
世
中
期
以
降
、
特
に
後
期
に
至
っ

て
各
地
に
伝
播
し
た
一
例
と
し
て
、
延
暦
寺
の
西
塔
佛
足
石
に
つ
い
て
付
言
す

る
。
当
初
こ
の
佛
足
石
は
磨
耗
が
進
み
佛
足
石
の
文
様
が
古
態
を
示
し
て
い
た

の
で
中
世
に
遡
る
も
の
と
も
見
ら
れ
た
が
、
佛
足
文
様
が
薬
師
寺
佛
足
石
に
酷

似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
世
史
料
に
よ
っ
て
薬
師
寺
と
の
所
縁
深
い
僧
侶

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
近
世
後
期
に
は
、
薬
師
寺
佛
足
石

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
し
た
佛
足
石
が
畿
内
を
中
心
に

広
く
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
基
金
を
受
託
に
よ
り
「
中

国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期

仏
教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀

を
刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研

究
を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻

と
修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か

り
や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
・
京
都
の
慈
照
寺
銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
二
つ
の
存
在
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た
中
世

佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成
果
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
も
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
、
大
講
堂
内
で
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
望
外

の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か

る
範
囲
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
・
六
節
を
廣
瀨
、
第
五
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
節
を

遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
三
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ
―
碑
面

上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
」
（
『
武
蔵
野
教
育
学
論

集
』
一
〇
、
二
〇
二
一
年
）
第
四
節
「
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑
」
を
参
照
。

（
２
）
「
麻
佐
米
尓
弥
□
牟
」
の
□
に
つ
い
て
、
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑

歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
歌
碑
歌
研
究
』
と
略
す
）
二

二
二
頁
・
二
八
七
頁
で
は
３
番
歌
「
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
」
の
重
複
と
み
て
、

「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
　

補
訂
版
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
『
六
大
寺
』
と
略
す
）

「
薬
師
寺
全
」
一
一
七
頁
も
「
祁
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
も
３
番
歌
の
重
複

と
解
し
て
、
「
祁
」
を
想
定
し
て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
「
比
止

乃
止
毛
志
□
」
の
□
に
つ
い
て
、
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
九
〇
頁
と
『
六
大
寺
』

一
一
七
頁
は
い
ず
れ
も
「
佐
」
を
推
定
し
て
い
る
。
本
稿
も
「
佐
」
を
想
定
し

て
読
み
と
意
訳
を
作
成
し
た
。

（
３
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
４
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
と
略
し
、
そ
の
後
に
巻
数
、
頁
数
、
段
を
記
す
。

（
５
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像
―
七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
』
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、

二
〇
〇
二
年
）
一
五
九
、
一
六
四
、
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
６
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
二
七
四
〜
二
七
七
頁
で
、
廣
岡
氏
が
諸
先
学
の
説
を
紹
介
し

つ
つ
考
察
し
て
い
る
。

（
７
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
〇
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
８
） 

　
番
歌
の
「
つ
ね
の
」
も
の
は
『
涅
槃
経
』
の
「
旧
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、

さ
ら
に
「
ま
ら
ひ
と
の
い
ま
の
く
す
り
し
」
の
「
ま
ら
ひ
と
」
を
「
ま
ら
う
ど
」

す
な
わ
ち
「
客
」
と
解
釈
し
（
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
一
一
頁
を
参
照
）
、
『
涅
槃

経
』
の
「
客
医
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。

（
９
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
　
）
『
歌
碑
歌
研
究
』
三
三
三
〜
三
三
七
頁
を
参
照
。
 

（
　
）
『
日
本
仏
足
石
探
訪
見
学
箚
記
』
　
加
藤
諄
　
二
〇
〇
七
年
　
雄
山
閣
　

（
　
）
東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
新
収
　
日
本
地
震
史
料
一
巻
』
日
本
電
気
協
会
、
一

九
八
二
年
　
自
允
恭
天
皇
五
年
至
文
禄
四
年

（
　
）
「
妙
有
上
人
」
青
木
龍
考
　
『
雙
龍
』
第
六
号
　
一
九
七
三
年

　
　
　
同
論
考
は
、
薬
師
寺
の
山
本
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
後
期
天
明
元
年
生
ま
れ
の
妙
有
上
人
が
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
模
し
て
延
暦

寺
西
塔
に
佛
足
石
を
寄
進
し
た
こ
と
が
自
伝
に
よ
り
判
明
す
る
。
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